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ベリンダの当惑

- r巻毛凌辱』における目覚めの意味

モラ jレは常に相対的なものである。人の欲望と社会の

規範は、相互を支配すべく絶えず流動的に揺れ動き、時

という断面の中で玉虫色iζ移り変わる。一万両断i乙事を

斬り裁けるモラルの存在iζ不安を抱くと、しかしながら、

サティリストは迷路K誘い乙まれる。いや、むしろサテ

ィリスト乙そ、そのようなモラルの暖昧性花、誰よりも

鋭敏なのかもしれない。

理論の上では、ポウプという詩人は詩を様々な種類l乙

分類し、それぞれの効用にふさわしいスタイルを考察し

身につけていた、と考えられている。叙事詩、訓話詩、

調刺詩、譜諺詩、書簡詩、牧歌、哀歌、等々、実際iと彼

は多様なジャンJレiζ渡って作品を残してはいる。しかし、

ダイソンやラヴロックも指摘するように、それはポウプ

の「カメレオン的」性質のあらわれとも言える。(1)あま

りにも器用花、それぞれのスタイ Jレをものにしてしまえ

る乙の詩人の内K潜む多様性が、ちょうど放射状iζナイ

フを入れたノマイのどの一片にも中心部分のひとかけらは

共通して含まれてしまうように、どのー篇の詩の中にも

顔をのぞかせ、反射しているのである。詩のテクニック

と、その陰にいる技者としての詩人の存在との聞に一種

の残響が生じ、プリズムのような層が作品を覆って、詩

の幅なり厚みなりを形成しているとも思える。

そのような、ポウフ。の持つ「カメレオン的Jな性質を、
(2) 

乙乙では「巻毛凌辱Jのヒロイン、ペリンダの心理を追

う乙とによって眺めていきたい。
モツタヒロイツタ モツタエピック

「巻毛凌辱jは、凝英雄詩あるいは凝叙事詩と銘うた

れ、 mock すなわち噸笑の要素を多く含んだ詣謹詩と

分類される。 1712年、ポウプ24才の年iζ書かれ、二度の

改訂を経て現在の形となっている。衆知のように、乙の

作品は、些細な出来事から不和を生じた二つの名家の仲

をとりもっととを依頼されたポウプが、 「笑いのうちに

和解を得ん」として書いたものである。当初は乙の詩を

追従のひとつとして応揚lζ受け入れたペリンダととア

ラベラ・ファ←マー嬢だったが、行聞に読みとれる劃刺

望月麻子

の毒iとやがて反応して、結局は不興を買うに終ったと伝

えられている。上流社会の軽薄さ、上ベだ貯をとりつく

ろう不道徳さをあげつらうかのような調子は、誰にでも

すぐ読みとれるものだ。第一歌でのペリンダの化粧の場

面は乙とさらに仰々しし第二歌、第三歌での紳士淑女

連中の描写は明笑を含み、カードの勝負や子供じみた恋

愛遊戯i乙終始する様は滑稽そのものである。ただ、ハグ

ストラムも言うよう花、乙乙での調刺はヒロインの世界

を内から見る者のそれである乙とに注意しておきたい。(3)

ポウプは、乙の偽善的ではあるがきらびやかな世界、そ

乙での儀礼や風俗を愛でてもいるのであり、(4)後の「愚

人列伝J1<::.見るような、遠くから見下ろすアウトサイダ

ーとしての、容赦なく冷徹な、憎悪の混じった調刺で1ま

ないのである。乙の「内からの眼J乙そ、ティロットソ
ンの言うと乙ろの、 「詩全体を支配するパラドクスj5)、

「巻毛凌辱J1<::.漂う暖昧性を生みだしているものに他なら

ない。

ヒロインの宿命として避けられない乙とではあろうが、

「巻毛凌辱Jのヒロイン、ペリンダ化対してもまととは段

誉褒庇はなはだしく、わずか一日の言動の内からその「性

格jについての様々な臆測がなされてきた。遠く 18世紀、

ポウプの同時代人であり論敵であったジョン・デニスは、
(6) 

「キマイラにして人格にあらずj と決めつけている。現

代においては、それに比べれば悪意の少ない受けとめら

れ方になってきている。たとえばレイチヤードは、彼女
(7) 

を「コケット」としてとらえ、 一方オーブリー・ウィリ
並 (8)

アムズは「偽善者」と考えている。 クレアンス・ブルッ

クスは F性に目覚める女f生Jとしてのペリンダの闘争を肯
(9) 

定し、 レベッカ・パーキンは、オリンピア以来の「太陽

の女神」の系譜の中花、UOl文ブJレックス・デイヴィスは
「ヴ‘ィナス=イヴ=ナルシサスJという流れの中iζ、乙の

日1) ーヒロインを置いている。 更にフンダは、当時の社会情勢、

経済環境を映す鏡として「女王ペリンダ」を眺め、(12)キ

ーナーは、ペリンダが観念、の世界から物質の世界lζ意識
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U3) を聞いていく過程に注目している。

ヒロインに焦点をしぼる前花、詩のコンテクストの中

で、 「モラル」あるいは「美徳」というものがどのよう

に扱われているかを瞥見しておきたい。

ポウプの翻語法及び並置法の妙として、しばしば例に

あげられる箇所がある。

Whe廿lerthe nymph shal1 break Diana's law， 

Or some frail China jar receive a f1aw， 

Or stain her honour， or her new brocade， 

Forget her pray' ers， or miss a masquerade， 

Or lose her heart， or neck1ace， at a bal1; 

Or whether Heav'n has doom' d也atShock 

must fal1. 

おとめどの操の道が破れるや、

いともろき陶磁の壷にひび入るや、

名誉をけがす乙となのか、錦の晴れ着iとしみつくや、

祈撞を忘れる乙となのか、仮面の舞踏をのがせるや、

おとめ心か首飾り、舞踏の会でなくすのか、

あるいは京突が倒れると、神は定めをおかれしかoila

(Canto 11， II 105-110) 

Puffs， Powders， Patches， Bibles， Bil1et-doux. 

化粧ばけや紅白粉、つけほくろに聖書、恋文。

(Canto 1， 1138) 

Here thou， great ANNA! Whom three rea1ms 

obey， 

Dost sometimes counsel take -and sometimes 

Tea. 
乙乙乙そは、三つの王国統べ給うアン女王が、

折にふれ評議を聞き、折々に茶をば楽しむと乙ろなり。

(Canto III， II 7-8) 

Not louder shrieks to pitying heav'n are cast， 

When husbands or when lapdogs breathe their 

last; 

Or when rich China vessels fall'n from high， 
In glitt'ring dust， and painted fragments lie! 

背の君や愛犬息を絶えるとも、

高みより華美なる陶器地iとおちて、

輝く塵や彩色の破片となりて果てるとも、

すさまじきかほどの声を、あわれみの神になげにし者

はなし/

(Canto III， 11157-160) 

信仰・貞操・正義などの精神的あるいは抽象的価値と、

装飾品・ベット・娯楽などの物質的あるいは具体的価値

との対比は、必ずしも前者が後者にまさるものである乙

と、あるいは後者が並列されるととで前者の価値を落と

¥ノ

しめているととを示しているわけではない、と私iとはJ思

える。現実世界が、仮iζも精神と物質の二つを柱として

成り立っているものなら、そのどちらをないがしろーにす

るととも、詩人の意図iとそむくものであったはずである。

あるがままの「自然」とは、それが「秩序Jと切り離さ

れて考えられてはいないとはいえ、ひたすらに観念的な

ものばかりを重んずるものではないのだ。 r人間論Jの
中で、ポウプは次のように述べる。

Know也en也yself，presume not God to sc組，

The proper study of Mankind is Man. 

きれば汝自身を知れ、神を究めようなどと思い上るな、

人にふさわしい学びのまとは人間で乙そあるのだから。

(Epistle II， 111-2) 
そして又、

Two principles in human nature reign; 

Self-love， to urge， and Reason， to restrain; 

Nor this is a good， not that a bad we cal1， 

Each works its end， to move or govern all: 

人の性質を二つの原理が支配する、

人を駆り立てる自己愛と、それを抑える理性の二つ、

いずれを良しとも悪しとも呼ぶにはあたらない

おのおのが目的を果たし、全てを動がし統べるのだか

り。

(Epistle II， II 53-56) 

しかも繰り返されるのは、 Whatever is， is right.とい

う「真理」なのである。

ヒュー・ケナーは、 「巻毛凌辱Jの韻のとり方を二つ

に分砂、 highと skyあるいは springとsingの様

花、連想や慣用の上で、容易iζ結び、つく語の組み合わせを

「正常韻J、奇想による組み合わせを「不調和韻Jとして

いる。そして、前者が使われている部分はポウプが意を

同じくする「モラJレ」の領域に属する事柄であり、後者

のそれは、調刺的叙述の対象となる「現実Jの領域のも

のであると彼は言う。とれは若きポウプの「発見」であ

り、乙の詩の暫定的なシステムとなっている、というの
(1目ーがケナーの推理である。 rモフJレ」と「現実Jとを、そ

のような一種の異和感、不協和音の有無でとらえて区別

する乙とは、なかなか鮮やかな思いつきではあるし、

「音Jと「意味」とを結びつけようという才人ポウプらし

い工夫とも見える。ただ、ポウプが常に「正常J(normal)

な「モラルJの側iと立ち、ととさらに調刺を強調して、

もっともらしさや虚栄を悪しざまに扱っているのかとい

うと、少なくとも乙の「巻毛凌辱」については、そうと

ばかりも断定しきれない何かを感じるのである。
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さて、そろそろ順を追って、ヒロインと共iζ 「凌辱J obligeを心して、外見同様、いわゆる「美徳Jl<:::欠ける

を経験してみる乙とにしよう。 と乙ろのないよう身をつつしまねばならぬ、という意

第一歌全 148行は、意味深長な 1行から始まる。 味か。それとも文、自分自身を知る乙ととそ重要なので、

What dire offence from出ぜrouscauses springs， あり、知る乙とによって初めて自分の重要性も見えてく

What mighty contests rise from trivia1 things， る、という含みがあるのだろうか。その、少なくとも三

1 sing -This verse to Caryll， Muse! is due. つの点を、たしかに乙のヒロインは痛感しつつ、新たな

This， ev'n Be1inda may vouchsafe to view: 乙の一日をすどすととになるのである。

愛するゆえに犯したる げに恐ろしきあやまちを、 41行目からは、エアリエル率いるととろのシJレフ(空

小事をとがめて起乙りたる いとすさまじきいさかい 気の精)軍団の構成についての解説となる。それによれ

を、 ば、シJレフとは、生前はコケットであった女の魂で、ある
(17) 

われは歌わん、詩の神よ、そはキャリル の願L、なれ という。そのシJレフ達が現在守ろうとしているものが、

ば、 世iというと乙ろの「貞節」であると聞けば、ほほ自己矛

乙の詩をペリンダさえもひもとかん。 盾iと等しい女のありょうの構造が、既に明らかになって

amorous、すなわち恋愛による、好色の、なまめかし くる。

ぃ、と、乙の詩のメイン・テーマとも言うべき情緒的背 The light Coquettes in Sylphs a10ft問pair，

景をまず提示すると共に、少なくとも字面の上からは、 And sport and flutter in the fields of Air. 
読む人K無意識の内にも amoralという語を連想させず

にはおかない巧みな言葉選びである。そして、前置きを

終え、寝覚めの床のペリンダの描写にはし、る13行目では、 Tis but their Sy1ph， the wise Ce1estia1s know， 

彼女の目を覚まさせる朝の光について、出ぜrousと微妙 Tho' Honour is the word with Men below. 

に呼応する tim'rousという形容詞を用いている。 気もそぞろ男どろしは空精となりて、

Sol thro' white curtains shot a tim'rous ray， 浮かれ昇りて天の原、ざれてひらひら空を飛ぶ。

And ope'd those eyes that must eclipse the day; (1l65-66) 

空の光はおずおずと、ま白きカーテンかいくぐり、 いとさとき天人のみにきとえたる、女人守るは空精な

日をも陰らす眼を聞く、 り、

乙れは、太陽すらもおじけづく程のヒロインの美しさ

輝やかしさを強調するものであろうが、同時花、しばし

ば太陽と比されるペリンダ自身の、現実世界iζ対する内

心の臆した気持を暗示しているとも思える。次lζ、ペリ

ンダと時を閉じくして目を覚ますものとして、貴婦人達

のペットである小犬たちと、眠れぬ夜をすどした恋人達

とが挙げられる。ペリンダは、乙の時点ではまだその

無垢と無知の度合において前者i乙近いとも言えるのだ

が、詩の進行と共lζ、やがては後者の仲間入りをするで

あろう乙とが示されている訳である。うつらうつらと夢

見心地のペリンダ花、守護の妖精であるエアリエJレは、

貴公子の姿で現われて、次の様な警告をする。

Hear and believe! thy own importance know， 

Nor bound thy narrow views to th加gsbe10w. 

とくと聞きて疑うな/そなだ自身の大事を知りて、

狭きそなたの眼をば浮世の乙とにかぎらざれ。

(ll 35-36) 

「自己の重要性」とは何か。世の注目を浴びる極めつきの

美形であるから乙そ、その身にふりかかる危険も又多い

のだ、というととか。 noblesseobligeならぬ、 belles

地上にありては貞節とぞ呼ぶ。

(1177-78) 

更に、旬、 3行自に示されるように、女の心を「不思議

な迷路J1<:::導いているのは、他ならぬシルフ自身である

と公言しているのである。つまり、ペリンダは自分の分

身iζ守られつつ、かっ惑わされている乙とになる。ペリ

ンダとエアリエルとの関係は、エゴとアノレター・エゴ、あ

るいは超自我とイドとのそれであり、あるときは自己撞

着を、またあるときは自己葛藤を余儀なくされる設定が

浮かびあがってくるのである。

寝床を離れたペリンダは、様々な化粧道具を並べた鏡

花向って身づくろいを始める。

And now， unveil'd the Toilet stands display'd， 

Each silver Vase in mystic order laid. 

First， rob' d in whi臼， the nymph intent adores， 

Wi出 headuncover' d， the Cosmetic pow'rs. 

A heav'n1y Image in the glass appears， 

To出atshe bends， to出ather eyes she rears; 

いまや覆いをとりのぞかれて、誇らしげなる化粧台、

鏡の器はそれぞれに、担、犠iζならいて置かれたり。
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自き衣をまといたるわが麗しきおとめどは、頭のかむ とうして、ペリンダが「意識」するに至ったものは他

りをぬぎすてて、 ならぬ彼女自身であり、乙の朝の「目覚め」が、とりも

ただひたすらに崇めるは、化粧の品に秘められし摩詞 なおさず彼女の自我の目覚めにつながるで、あろうととが、

不思議なる力なり。 ほのかに予測できるのである。

神さながらに清らかな、鏡花はゆるその姿、

おのづと頭も垂れ下り、いとおどそかに仰ぎみる。 第二歌全142行は、アエネアスのテヴェレ河の踏旅を

(1/121-126) 模したといわれる、テムズ河上の舟遊びの場面に始まる。

エアリエJレとの関係がそうであったように、ペリンダが 凝叙事詩という形式から見れば、イーニッドをひくのも

対峠するのは乙乙でも「自分自身」一一鏡花映った映像で 妥当と思えるが、内容から考えるならむしろ、シェイク

ある。分身たるシJレフ達の力を借りながら、麗々しい装 スピアの「アントニーとクレオパトラJ第2幕第2場の、

いに身を固めて、彼女は自己を、また新たなアJレター・ アントニーとクレオパトラの宿命的出会いの場であるシ

エゴとして武装していくのだ。乙の重層性は、後にヒロ ドナス河での舟遊びのシーンを想起するのもふさわしい。

インが衣を一枚一枚はがすように自分の内部に迫ってい ペリンタ守を太陽にたとえる比輪、隠輸が繰り返され、 7

くための、伏線となっている訳である。 148行iとあるよ 行自の十字架の描写と共iζ、 「神聖なるJ性格をヒロイ
うに、 「骨折りJは侍女ベティのそれではない。シJレフ

達の力添えであるという乙とは、つまりペリンダ自身の

内的な目覚めの予兆、 「自分自身を見る眼」の萌芽が、

乙乙で彼女をより一層輝やかせているのである。

Sees by degrees a purer blush arise， 

And keener 1ightnings quicken in her eyes. 

百四busySylphs surround their dar1ing care， 

官leseset the head， and those divide the hair， 

Some fold the sleeve， while others plait the 
gown; 

And Betty's prais'd for labours not her own. 

やがてまた紅くれないの頬にさし、

光鋭き稲妻の目iζ輝きを増すを見る。

さても忙し空精たち、いとしきおとめとり囲み、

乙なた頭を整えりゃ、そなた御髪を硫き分貯る。

袖折り返す者あれば、晴着のひだとる者もある、

かくてベティの骨折りにお褒めの言葉を賜わるが、そ

れは彼女の功じゃない。

(1/143-148) 

乙乙での、 purer• keenerという比較級の用い方につい
て、マリー・クリーガーは、自然iと心iとおきた興奮によ

るものでなく、人工的に生み出された紅潮であるから乙
(18) 

そ、 「より一層Jという比較級が生きるのだと言つ。

御興員三は、化粧という行為によって自ら興奮した結果
。却

による紅潮であるとする。 ブJレックスは、 「内省iとよる
(20) 

ものであるから一層Jという島釈をしている。'それら

につけ加えて、先に述べたヒロインの重層性もまた、乙

の比較級を裏から支えるものではないだろうか。ペリン

ダの表面的な美しさに奥行きを与える、内的心理の襲と

自意識の構造の深さを、乙の比較級が暗示しているよう

に思える。

ンlと賦与しているかのようである。

Not with more glories，担th'etherialplain， 

The Sun first rises o'er也epurpled血ain，

Than issuing forth， the rival of his be訂ns，

Lanch' d on the bosom of the silver Thames， 

Fair Nymphs， and well-drest youths around her 

shone， 

But ev'ry eye wasおどdon her alone. 

On her white breast a sparklihg Cross she wore， 

Which Jews might kiss， and Infidels adore. 

Bright as出esun， her eyes出egazers strike， 

And， like the sun， they shine on all alike. 

紅iζ染まれる海i乙昇りきて、

天つみ空iζ輝げる日輪さえも色さめる、

朝の光の競争者は、銀の大河のテームズlζ、

さらに華麗さふりまいて、やおら御船の人となる。

まわりうずめて輝くは、みめ麗しきおとめたち、締羅

を飾りし若い衆、

なみいる人の瞳をば、わが身ひとつに集めたり。

その白き胸のあたりに懸りたる光きらめく十字架は、

ユダヤの民も口づけし、異端者さえも崇め敬まう。

(1/1-8) 

みつめれば光まばゆき日に似たり、その目は人をめく

らませ、

皆の衆にも日のどとく、陰日向なく照りつける。

(1113-14) 珂

しかしヒロインはLいつまでも神聖を装ったままではい

られない。第一歌 114行で、

Beware of a1l， but most beware ofMan! 

よろず油断めされるな、とりわけ男iζ気をつ貯よ/



とエアリエJレが警告したのを受け、 「対象Jとしての男

性の存在が提示される。

If to her share some female errors fall， 

Look on her face， and you'll forget'em all. 

官lisNymph， to the destruction of ma叫也ld，

Nourish'd two Locks， which graceful hung 

behind， 

In equa1 cur1s， and well consper'd to deck， 

Wi出 shiningringlets the smooth iv'ry neck: 

女ならでの誤ちを、たとえその身lζ担うとも、

その顔を眺むれば、すべての告を忘れさす。

乙のおとめ、男の子誘ない破滅を招く、

髪のふたふさ養なえり、ともに波打ち

優雅iζたれて、輝く巻き毛と相はかり、

象牙のどとくつややかな、白き首を飾りたつ。

(11 17-22) 
17行のfernaleと19行の mankindは、なか 1行を置い

て呼応しあい、相対する存在としての男性と女性という

図式を一般化し、第一歌でのエアリエルの長口舌の警告

が、にわかに現実のものとして形を持ってくる。更に詩

句は次の様に続く。

Love in these labyrinths his slaves detains， 

And mighty hearts are held in slender clains. 

Wi出hairysprindges we the binds betray， 

Slight lines of hair surprize the finny prey， 

Fair tresses man's加lperia1race insnare， 

And beauty draws us with a single h泊r.

かかる迷路のその中に、愛は奴隷を引きとどめ、

細き鎖の縛めで、勇者の心をつなぎとむ。

髪lζて編めるその網で、鳥をあざむく乙ともあり、

かほそき髪の釣糸で、魚を捕う乙ともある。

金の巻き毛で高貴な方を、捕えて放さぬ毘にかけ、

ただ一筋の髪の毛で、美女はわれらを惹きつ貯る。

(1l22-27) 

紛争の元凶となる、問題の「巻毛Jの描写である。女の

髪が恋人を引き寄せる、というのは古典文学Kまで遡る

一つのコンヴェンションであり、特iと独創的な表現では

ない。しかし、乙乙で強調されるのが、 「巻毛」の持つ

「力」であるととには、それなりの注意を払う必要があろ

う。それは、ある方向性を持った「力Jであり、一定の

「力関係Jを前提としたもので、ある。どのような美も、そ

れを鑑賞する者がなくては存在価値がないように、ペリ

ンダの美も、それを対象とするべき者を必要としている

のだ。ヒロインは、あらためて乙乙で自己の魅力を再認

識すると共lζ、その魅力を外から支えるもう一つの柱で、
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あると乙ろの、男性の存在を意識させられる。第一歌で

「自意識JIC目覚めた彼女が次に向かうのは、自己の対象

化である。内的に自分をみつめる眼と共花、客観的に自

分の「力jを測れる乙と。しかし、まだそζへの道は遠

い。 r何かJを感知した分身、エアリエJレ忙しても、た
だ不安のうちiとふさぎ乙むばかりである。

A11 but the Sylph - with careful thoughts 

opprest， 

Th'impending woe sate heavy on his breast. 

Wi由 beatinghearts the dire event they wait， 

Anxious， and trembling for the birth of Fate. 

ひとり空精は浮かれもせずに、思案めぐらしふさぎ乙む。

さし迫りたる災いが、心i乙重くのしかかる。

(1l53-54) 
その恐ろしき珍事をば、ときめく心で、待ちうける、

いかなる運命いずるかと、不安はつのり身は震う。

(1l141ー142)

第三歌で舞台がハンプトン宮殿に移ると、時はもう昼

下がり、太陽の日差しも傾きかかり、ヒロインの栄華に

も騎りが差してきたかと思わせる 3

Mean while dec1ining from the noon of day， 

The sun obliquely shoots his burning ray; 
かくてはや、日の中空をすぎる頃、

燃ゆる日ざしも斜めさす。 (1l19-20)

ペリンダは、内心の不安を振り払おうとするかのように、
担1)

貴公子二人を相手にとって、トランプのゲームK挑む。

相子の一人は、第二歌29行から46行に登場し、ヒロイン

の麗しい巻毛にあ乙がれ、何とかしてそれを我が物にせ

んと、あやしげな祈祷をほど乙していた「男爵」その人

である。

そ乙はかとないほのめかしは乙乙でも場を支配して

おり、ゲームの名はornbreすなわちスペイン語で言うと

乙ろの mankindである。 17・8世紀に大流行した遊び、

であるそうだから、乙乙で使われるのは決して不自然で

はないのだが、日の騎りを描写した折も折、 sombreと

も通ずる響きを持つ乙のゲームの名は、乙乙でヒロイン

が立ち向うべき問題の、対象と行方をはからずも一語で

示すものとなる。相手は mankind=男性であり、戦い

の果でには心の閣が待っているのだ。

実際には三人の競技者によってあらそわれているのだ

が、ペリンダの親で4回、男爵が親となって4回勝負が

すすんで最終戦に持ち乙まれるので、事実上乙れは

ペリンダと男爵との一騎打ちという乙とになる。切り札
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はmatadorと呼ばれるが、 乙れはスペイン語では sla-

yerつまり人殺しを意味する語である。カードゲームとい

う、他愛ないレベjレの話で、はあるが、 「人殺し」という

のも必ずしも大げさな言葉とは言えず、 16行花、

At ev'ry word a reputation dies. 

語れるごとに評判は落つ。

とあるように、死にも等しい変容というものに、乙の世

ではしばしば出喰すものなのである。ブ、ルックスは、乙
ご (22)

のカードゲームを「性の戦争Jと考えているか、 ポウ

プは乙乙でいささか bawdyなニュアンスを混じえつつ、

ペリンダが新しく生まれ変わるための、 littledeathを

示唆しているふしもある。

勝負をかけた最後の回は、奇しくもハートの札でお乙

なわれる。第8回戦でハートのクイーンを奪われたベ、リ

ンダは、ハートのキングで最終戦の勝利を得るのである。

それにしても、次の2行は意味深長である。

The Knave of Diamonds. tries his wily arts， 

And wins (oh shameful chance!) the Queen of 

Hearts. 

ダイヤのジャックは奥の手使い、

(ああ恥辱lζみちた不幸かな./)ハートの女王ものにす

る。 (1l87-88)
ペリンダの手にあったノ、ートの札は 2枚、キングとクイ

ーンである。乙乙でそれらは 2つにひきさかれ、クイー

ンは「とらわれもの」となってしまうのだが、乙れはい

わばヒロイン自身の心(ハート)の分裂をも示している

かのようである。男爵は「ハートの女王jを奪うと同時

iζ、 「女王(ペリンダ)のハートJをもさらって行って

しまったのだ。乙の 2行l乙見る artとheartの韻は、

後にもう一度あらわれる。

Sudden he view'd， in spite of all her art， 

An earthly Lover lurking at her heart. 

とりすましたる巧みさも、あにはからんや胸のうち、

生身の恋人ひそめるを、彼は突然みつけたり。

(/1143-144) 
乙のカプレットと先の2行とは、当然呼応しているもの

と考えられる。ダイヤのジャック乙と男爵が、ハートの

クイーン乙とペリンダをとり乙 Ir.し、その結果としてエ

アリエJレは、守護の任務ももはや乙れまで、と引き下が

るのである。 artは、ある時は敵をせめる武器となり、

文ある時は我身を守る防具となるものなのだ。そのよう

な artの二重性も、そのまま heartの二重性の上K重ね

合わされる、まさに合わせ鏡の如く lζ巧みな韻であると

言わざるを得ない。

第二歌で、広く mankindを意識するに至ったペリン

ダが、あまたの貴公子達の中から対象として選んだのが、

乙の materialisticーな男爵、ガーターや手袋を恋の戦利

品としてため乙んでいた男(第2歌39行)であったとと

は、少なくとも彼女の巻毛にとってはとんだ災難であっ

た。勝利のうま酒か、あるいは恋の陶酔か、コーヒーの

香りに酔いしれていたペリンダ花、突如、 「凌辱Jが加

えられるのは、エアリエルの徹退、すなわちヒロインの

自己分裂の直後であるコ

The Peer now spreads the glitt'ring Forfex 

wide， 

T'inclose the Lock; now joins it， to divide. 
時ぞ今、若殿はきらめく鉄を広くあけ、

巻き毛lζそえてぷっつりと、断ち切るために両刃閉ず。

(1l147-148) 

乙乙にみる joinとdivideの相反しながら一致した関係

も、自己と他者、あるいは理性と欲望との、矛盾K満ち

た相克iζ結びつけて考える乙とができるかもしれない。

鑑賞あるいは賛美のまととして、普遍的なfemininity

の領域にたゆたっていたヒロインは、一気iζ 「所有」の

対象としての自己にめざめてしまう。更に具体的に述べ

るなら、彼女は性の現実に直面しつつあると言ってもい

いであろう。ペリンダは、自分がsubjectから object

k、しかも物質的なそれに成り下がり、ものとしての当

然、のさだめとして、やがては朽ち果てる時のある乙とを

知らされるのである。

What time wou'd spare， from Steel receives its 

date， 

And monuments， like men， submit to fate! 

時が愛惜するものを、貧IJが破滅の日を定む、

たぐいなき品といえども人のよK、命運っきるものぞ

かし./ (1l171-172) 

第四歌は趣きを変え、シルフのエアリエJレiζ対抗する

「憂いの妖精」、ノウム(土の精)のアンプリエjレが登場

する。第一歌で説明されたと乙ろによれば、 「慎み重く

心を装う」淑女ぶった女の魂が転じたものがとのノウム

であり、うぬぼれと娼びを司どっているという。己れを

知らぬ、たよりなく軽い女心をシルフが支配しているの

に対し、ノウムはとらわれすぎた自意識、乙わばりの解

けない屈折した暗さを属性としている。

Some ny~phs there are， too conscious of 

their face， 
For life predestin'd to the Gnomes embrace. 

These swell their prospects and exa1t their 

pride， 
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When offers are disdain'd， and love deny'd: 

おとめ心のうぬほれは、己の美貌につのるなり、

土精の腕にいだかれる、定めもちたる命ゆえ。

贈りし品をあざ笑い、愛にすげなきたび、ごとに、

土精のおだてに望みはふくれ、さらに高慢つのらせる。

(Canto 1， 1179-82) 
アンプリエルは、 cave of Spleenすなわち「憤濃の洞」

に赴き、 「憤患の女王Jなる人物から、ペリンダiζ気欝

をもたらすために、 「ため息Jr畷り泣きjの類をたっ
ぷりと仕入れて地上K戻る。乙の陰惨な抽目下の宮殿iζは、

「意地悪jと「気取りJなる二人の侍女を従えた女王の他

iζ、憤躍のあまりに異形の姿となった人々の幻がむらが

っている。そして、その「憤題」とは、抑圧された性欲

と無縁なものではないようである。

Men prove with child， as pow'rful fancy works， 

And maids turn'd bott1es， call a10ud for corks. 

想像もめぐらし過ぎれば、男でも子供をはらむ乙とも

ある、

瓶に変わりし独身女、栓を挿せよと声高し。

(ll 53-54) 

すなわち、乙の「地下」の洞はペリンダの「意識下」に

ある深層心理の領域なのであり、ポウプはそれに対し、

フロイト顔負けの分析を加えているのだ。乙 ζiζ見る屈

折は、性という鏡花反射してのそれであり、草壁屈は性の

深淵lζ封じ乙められたくぐもりである。そして、その

Spleenのエッセンスを吸い込んだペリンダも、性を意

識せざるを得ない方向iζすすんでいく。

Oh hadst thou， cruel! been content to seize， 

Hairs less in sight， or any hairs but these! 

ああ、情けにかける仕打ちかな/かほどまで人目をひ

かぬ髪の毛か、

乙れのほかならどの毛でも、奪いて望みを満つべきに。

(1l175-176) 
147行K始まるヒロインの悲嘆の叫びは、第四歌の末尾

をなす乙の 2行でその極みに達する。乙の「毛JIζ関す

る言及が、性的なほのめかしを含んでいるという解釈は

容易に成り立つだろう。 r巻毛Jはヒロインの処女性の
象徴である、文その処女性はあくまでも「外見上」のも

のであり、彼女の世界における「名誉Jとは単なる「虚
世間)

栄」にすぎない、とする詞み手は多い。 しかし、自己

という円の中で掛かに燃焼していたエロスが、巻毛の切

断という出来事によってその輪を断ち切られ、外IC向っ

て放出されざるを得なくなった乙とに対するペリンダの

当惑は、更に複雑な相克を伴なっているように思える。

ヒロインを嘆き悲しませているものは、単iζ外見上の
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思庇だけでなく、調和の破壊でもあるのだ。問題の巻毛

が、一対となってうなじを飾るものであった乙とを思い

出したし、。

The sister-lock now sits uncouth， a1one， 

And its fellow's fate foresees its own; 

姉妹の巻き毛は今やただひとり、ぶざまに座して、

片方のその運命にわれを見る。

(1l171-172) 

カードにおけるハートのキングとクイーン、ペリンダと

エアリエル、そして今一対の巻毛と、調和と均衡の内iと

あったものの分裂が三度にわたって繰り返されているの

だ。ペリンダの動揺は、 「原始」の状態で充足していた

自己が、自意識と性の目覚めにより分裂をはじめ、たと

えば理性と本能、知性と感性の均衡がくす、れつつあると

とによる動揺である。相方を失なった巻毛を嘆くペリン

ダは、安定を欠く自分の精神状態を嘆いているのであり、

自分の中で相反する心の分裂を吐露しているのである。

繰り返される自己批判、自己弁護、自己嫌悪、自己憐閣

の波は、更に陶汰の嵐を経なければならないヒロインの、

内心のおびえを如実に示している。

Happy! Ah ten times happy had 1 been， 

lf Hampton-Court these eyes had never seen! 

Yet剖nnot 1 the first mistaken maid， 

By love of Courts to num'rous ills betray'd. 

Oh had 1 rather un-admir'd remain'd， 

In some lone isle， or distant Northern land; 

Where the gilt Chariot never marks the way， 

Where none learn Ombre， none e'er taste 

Bohea! 

There kept my charms concea1' d from morta1 

eye， 

Like roses， that加 desertsbloom and die， 

What mov'd my mind with youthful Lords to 

roam? 

o had 1 stay' d， and said my pray'rs at home. 
しあわせでありしものかな/ああ、今を思えば十倍も、

昔は楽しくあったのiζ、

もしもとの日がハムプトンの宮廷見る乙となかりせば/

しかれども、われは決して宮廷の愛にたばかれ、

数々の不幸lζ陥る誤りを、犯せし最初の者ならず。

ああ、むしろ、人の賛美もうけぬまま、

離れ小島や北国の遠きにありしものならば、

そ乙にありては金ぴかの馬車のわだちの跡もなく、

遊戯礼学ぶ者もなく、ボヒー茶畷る者もなし/

そ乙にては、われの美貌は衆自にふれる乙となく、
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野の涯に咲いて散りゆくばらのどと。

若き殿御がさまよえば、なぜ1ζ心が乱れしゃ、

ああ、家iζ乙もりでお祈りを、唱えていればよかったに/

(ll 149-160) 

第五歌全150行は、ペリンダの悲憤懐慨ぷりを受けて、

同輩クラリッサ cr凌辱Jの現場において男爵iζ鋲を手渡
した張本人)の長口上iζ始まる。乙の部分は、 1717年の

第3版で、 「詩のモラルをより明白にするために」付け

加えられたものである。

How VaID are a11 these glories， a11 our pains， 

Unless good sense preserve what beauty gains: 

That men may say when we the front-box 

grace， 

Behold the自rst担 virtue，as in face! 

すべて乙れらの華やかさ、すべてわれらの骨折りは、

ま乙とむなしきものならん、

美貌のゆえに得たものを、守護する良識なかりせば、

前の桟敷lと光彩をわれらが与うその時花、されば紳士

も語るらん、

あの容貌と同様に、まづは美徳を眺めみよ/

(l1 15-18) 
と、乙乙でも二つのもの、容貌と美徳との「調和」が説

かれているのだ。 r美Jよりも「徳」を強調しているか
のように受けとられがちなのは、 「美J1<::.関しては具体

的で卑近な語を使い、 「徳」については抽象的で観念的

な語で表現するレトリックのせいであろう。 r美Jは自
に見え、「徳」は自に見えないという真理をとらえた修辞

である。

But since， a1as! frail beauty must decay， 

Curl' d or uncurl' d， since Locks will turn to 

grey; 

Since painted， or not painted， a11 sha11 fade， 

And she who scorns a man， must die a maid; 

What then remains but well our pow'r to use， 

And keep good-humour st日1whate'er we lose? 

And trust me， dear! good-humour can prevail， 

When airs， and flights， and screams， and 

scolding fa止

ああ/されど、美ははかなくも朽ちるゆえ、

巻き毛であろうとなかろうと、御髪はいずれ白髪に変

わる定めにあるゆえに、

化粧lζ念を入れたとて、すべての容色うつろいて、

男さげすむおみなどは、娘で死なねばならぬゆえ、

何をわれらがなくそうと、後iζ残るはただ一つ女性lζ

そなわる能力を、

うまく用いて、.1ζ乙やかに常iζ心を持するのみ。

われの言葉を信ずべし、気取り、気紛れ、絶叫、罵倒、

役i乙立たざるその時も、気だてよければ首尾もよし。

(1l25-32) 
しかしそのレトリック花惑わされずに見れば、クラリッ

サは、いたず、らに美iζかたより囚われる乙とをいましめ

ているのであり、外見と内容とが均衡するととを理想と

して揚げているのである。

とかく理想、に相反するのが現実というものだ。観念論

にはあきたらず、いよいよ物理的作戦に出てしまう。ペ

リンダに味方する女性軍は、男性達を向うにまわして、

阿鼻叫喚の大騒ぎ。第三歌でのカードの戦争が、血肉を

持った男女閣のそれへと、有機化されつつ再現される。

とは言え、 「神の戦のどとくにて、死すべき傷の懸念、な

しJ(44行)とあっては、肉体といえども抽象化されざる

を得ない。女達は男達を「悩殺」するのであり、あたり

lζばらまかれる「死Jも、先にカード遊びの箇所でも示

したように、大いに性的陰輸の性格を帯びたものである。

Boast not my fa11 (he cry'd) insulting foe! 

Thou by some other shalt be laid as low， 

Nor白血k，to die dejects my lofty mind; 

All that 1 dread is leaving you behind! 

Rather than so， ah let me st日1survive， 

And burn in Cupid's f1ames， -but burn a1ive. 
わが倒れしに騒らざれ、恥辱与えしわが敵よ./(大声

あげて叫ぴたり)

そなたもいつかは他の者花、組みひしがれて伏せるら

ん。

たとえ乙の身が果つるとも、わがいや高き心根が萎え

てしまうと思わざれ、

われの心にかかるのは、そなた残して行くにあり/

かかる思いにさせるより、ああ、なお生かしめて、

乙のわれを愛の焔i乙身を焦がせ、生きたるままで燃え

させよ。

(U97-102) 

乙乙でのペリンダは、外lζ向って発散するエネルギーを

得た女性である。彼女はし、まや、対等iと戦う一個の人間

となった。内的調和を乱された乙とにより、彼女は新た

な自分を知る。つまり「ジョヴの黄金の天秤J(71行)

さながらのあやうい均衡の上で、ふさわしい片割れを得

てはじめて安定を得る、プラトン的原人間像である。支

配・被支配の関係であった「性」が、「凌辱jを境目と

して別のものに変わるのだ。 r巻き毛を返せJ(103行)
という叫びは、乱された調和はおそらく二度と癒せない、



河量笠叫

という点からはナンセンスであり、あくまでも人の所有

のもとに巻毛を置きたくない、という点からはヒステリ

ックであるが、乙乙ではむしろ、叫ぶという行為自体が

重要なのではないだろうか。第四歌の悲嘆の中では、依

然として「自己Jという殻から抜け出しきれずにいたヒ

ロインが、初めて「他者J~r.向き合ったのである。乙の

叫びは、自分の中lζ潜む欲望を見、文自己を対象化する

経験をへて、 「自覚した人間Jとして生まれ変わったペ

リンダの、いわば産声なのだ。

第一歌でのペリンダは、その美貌の中iζ全き満足を得

られる、自己充足型の眠れる獅子であった。それが、外

界特iζ男性を意識する乙とによって、自らの抑圧された

内的欲望を発見し、自己分裂による葛藤に苦しみつつ、

やがては自己との和解へと到達するものである。「凌辱J

は、それまでシルフ達がヴェールをかけるようKしてべ
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サがそれらからし、かにかけはなれた所にいる傑出した「女

性」、美徳の権化であるかを讃えたものである。すなわ

ち、ポラックも言うように、マーサは男性に対する me

tonymic substituteとして評価されているのであり、

「女性的Jなる全てのものを「欠いて」いる点で優れてい

るというパラドクスの中に置かれている。何らの「意味J

も持たす、、男性を映す鏡となりあるいはそれを補完する

役割においてのみ、女性の存在価値があるとみなされて

いるのだ。書き出しからして、

Nothing so true as what you once let fall， 

‘Most Women have no Characters at all'. 

いつかあなたがふと仰言った通り、

「たいていの女は人格など持ち合わせていなLリのは全

く事実。

(1l1-2) 
リンダの眼から隠していた「現実」そのものであると と始まるし、

同時に、アレゴリカルには、その「現実JIr.直面した時

のヒロインの「分裂」をも象徴するものである。対象と

しての女から自立する女性へ、古典的女神から近代女性

への変貌のための洗礼を、ヒロインはとの「凌辱JIr.よ

って受けたとも言えるかもしれない。第五歌終末部Kお

いて、空lζ昇って星となる彼女の巻毛は、覚醒した自己

But ev'ry Woman is at heart a Rake: 

どんな女も内心は放蕩者。

But ev'ry Lady would be Queen for life. 

どんな淑女もいつでも女王気取り。

(1216) 

(1218) 

を持つ「人間」達の仲間入りをするヒロインの精神の象 と罵署雑言を吐いている。

徴とも見える。だがまた、遠くにあっては締麗星の如く しかし、乙のような女性に対する激しい嫌悪は、むし

に自に映るものも、所詮近よってみれば塵壊同然でしか ろポウプの並々ならぬ女J性への関心の裏返しととれなく

ないという、全く別のパースベクティヴをも裏にひそめ もない。乙のマーサとは、愛人関係にあったという噂も

ているのではないだろうか。第一歌のエアリエルの警告 なくはなかったが、脊椎K病いを持ち、 4フィート程で

にあった、 「汝自身の大事Jを知るという乙とは、自己 成長の止まった身体を時折襲う激痛に悩む一生を送った

の棲小性をも認識した上で、ようやく完結するととにな 彼は、むしろ肉体的には性的不能であったと考える方が

るのである。第一歌冒頭の、 trivialとmi俳句との対比 妥当であろう。その欝屈と、たとえば当時才色兼備の誉

も乙うして牛ーきてくるとも言える。 れ高かったレディ・メアリー・モンタギュとのトラブjレ

乙のように、 「巻毛凌辱」をヒロイン、ペリンダのビ

ルドゥングス・ロマンとして眺める ζとは、多少、女性

というものに肩入れしすぎているという誹りをまぬがれ

まい。ポウプは、ペリンダを賛美しながら調刺している、

とハクvストラムは言う。(24)しかし、ヒロインの心理への思

い入れがあるという証拠には、それでは確かに不充分で

ある。ポウフ。の女J性観については、フェリシティ・ナス

パウムやエレン・ M.ポラックの論文lζ詳しい。邸)乙れ

らはし、ずれも1736年iζ発行された「道徳論集Jの中の、

「ある婦人への書簡一一女性の人格について」を論じたも

のである。乙の作品は、ポウプの幼ななじみであり、生

涯を通じての友であったマーサ・ブラウントにあてた書

簡で、女性一般の弱点、や欠点を次々に述べながら、マー

等を経て、女性iζ対する挫折した憧慣が、かえって女性

呪誼をまねいているのではないだろうか。 7こだ、スウィ

フトなどに比べればまだその毒が少ないのは、ポウプ

の抑制iζ富む知性と、柔軟性ゆたかな資質によるもので

あろう。

1723年8月頃、ビーターボロ伯にあてた書簡の中で、

自らを評してポウプは、 r~ 、まわしい程両性具有」と述
(27) 

べている。 彼の内なる「女性的」資質が、彼をして恋愛

をめぐる感傷的な詩を書かしめる、というのである。乙

れは、 「巻毛凌辱J が書かれた1712~ 4年と、先の「あ

る婦人への書簡J が書かれた1732~ 4年とのちょうど中

聞に位置する時点、でのζとである。少なくとも乙の時に

は、ポウプは「女性的jなるものの存在を肯定していた

に違いない。 r~ 、まわしい」という形容詞(原文では副
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詞であるが)は、 「女性的資質J1<:対してむけられたも

のではなく、自らの「カメレオン的」多様性を我ながら

持てあまして、白期的i乙用いたものであろう。とれに先

んずる年月比、ポウプは、「エロイーズとアベラーJレj

「幸薄き婦人lζ捧げる哀歌Jを書いている。乙れらはまさ

しく彼の「ロマンティク」な感性の発露といってさしっ

かえないだろう。ヒロイン達の中iζボウプはたしかに感

情移入しており、自己同一化せんばかりのその生々しさ

を、読者は多少意外とさえ感じるかもしれない。「巻毛凌

辱」は、それ程iとは彼の「女性的J資質を露わにはして

いないが、それにしても、ヒロインを全く他者として冷

ややかに眺めているのではなく、 sympathyを乙めた

satireとなっていると読む乙とも、不可能とは言えない
白日のではなかろうか。 晩年iζ近づ、くに従って強まる彼の

「男性的」資質が、 「人間論Jや「愚人列伝jの鋭い調刺

を生みだしたとするなら、「巻毛凌辱」は、ポウプの「男

性的J資質と「女性的」資質が、まさに調和しつつ相並

ぶ、 「両性具有的」作品と言えるのである。
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